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7つの新技術領域への挑戦

環境

エネル
ギー

生命 食糧

情報 移動

文化

＊21世紀のグローバルな市場創造型メーカーの役割は、「豊かな生活をトータルで提供する」ことにあります。
＊既存の製品市場に加え、21世紀には7つもの巨大な新技術領域が広がっており、ビジネス創造の好機です。
＊そのために、新しいジャンルを常に発想し、開拓し続ける能力、体力、そしてしくみを高度に完備してゆくことが重要です。

ビジネス創造のための新技術開発可能領域
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新技術領域へ挑戦するためのプロトコル

技術開発戦略未来予測 技術コンセプト

市場適合；実行化技術課題

マーケティング（ニーズ）
デザイン（価値創造、調整）

生産（コスト）

理
念

経営
戦略

１ 新技術創出体系

２ 手順・ルール

未来シナリオ
コンセプト・メイキング コンセプチュアル・デザイン

３ 独自の創造的ツール

７ 製品からのF/Bループ

4 プロジェクト化１；
技術開発戦略立案

技術開発戦略

５ プロジェクト化２；
実行化計画

６ ロード・マップ

＊前述の新技術領域におけるビジネス拡充に挑戦するためのしくみの中で特に、技術開発戦略の的確な構築は重要です。
＊技術開発戦略が的確に構築・展開されるためには下記の1～7の方策が全て存在し、総合的に推進されなければなりません。
＊さらに1～7の中で特に、３の独自の創造的ツールが確保されて初めて、競争力の高い技術開発戦略となります。
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すぐれた技術開発戦略をうみだすために

概念デザイン・メソドロジーのポイント

＊競争力の高い技術開発戦略を可能にする独自の創造的ツールが、“概念デザイン・メソドロジー”です。（Methodology=方法論体系）
＊それは、未来予測、技術コンセプト立案、市場適合の３つの重要なフェーズにおいて、独創的で洗練された方法を提供します。
＊その結果、確度の高い「未来シナリオ」、展開策としての「技術コンセプト」、具体的イメージの「コンセプチュアル・デザイン」が創出されます。

投影

「創造“場”」
Creation Circumstance

「概念環境」
Conceptual Environment

照射

「具体的アイディア群」
Concrete Ideas 「製品」

Products

・技術や製品は創造“場”から生成される概念の投影である。
・概念自体の高度なデザインとハンドリングが技術や製品の良し悪しを決める。

概念の構造化

① Conceptual Soup

② Conscious Globe

④ Conceptual Symbol

概念の意識化・集約化
（問題意識の概念環境）

概念の生成

創造“場”

⑥ Core Idea
⑦ Core Technology

コンセプチュアル・デザイン

⑤ Core Element

③ Core Concept

Creation Circumstance Conceptual design

意識を高める“場”をつくり
フレキシブルに、視点を広
く持ち、関係要素を集めま
た、創出

目的対象へ向けての相関関係を成
立させ仮のイメージ展開

概念デザイン・プロセスでハンドリングする７つの“C”
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